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P.5

　水産物の貯蔵や流通に欠かせない冷凍システムテム
の中でも、水産物を冷凍／冷蔵する要素機器：蒸発器
は、容量が限られている漁船、冷凍／冷蔵のコンテナ
や運搬車にとって冷熱量に対する蒸発器の容積効率を
如何に上げられるかが大きな課題となっています。本
研究に用いる試験蒸発器は流下液膜式プレートフィン
式であり、この体積集約型高性能熱交換器に「流下液
膜式」という作動冷媒の
供給方法を採用するた
め、特に水産物等の冷凍
／冷蔵サイドの蒸発器に
ついて、小温度差による
効果的な冷熱輸送が促進
で き、 省 エ ネ か つ 省 ス
ペースの水産物冷凍/冷
蔵システムテムの構築が
期待できます。
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研究の目的

研究の成果と水産業等への貢献の期待

　省エネルギーおよび環境問題の観点から、オゾン層破壊や地球温暖化に関与しない新規代
替冷媒を用いた冷凍/冷蔵システムの要素機器である蒸発器・凝縮器などの熱交換器の高性能
化することが不可欠となっています。そこで本研究では、流下液膜式プレートフィン蒸発器
を研究対象として、新規代替冷媒の局所熱伝達特性の実験的検討を行っています。流下液膜
蒸発の利点は①小流量でも沸騰開始以前の小温度差で高い熱伝達係数が得られ、②蒸発器内
に液をプールする必要無くシステム保有液量が軽減でき、③熱伝達に不利な液深による飽和
温度の上昇が無いことであり、また、プレートフィン採用の利点は①熱交換器の単位体積当
たりの伝熱面積密度が非常に大きい、②気液流動による冷媒の攪拌効果がある等であり、こ
れ等により冷凍/冷蔵システム全体の高性能化/小型化が図れます。

― 流下液膜式プレートフィン蒸発器内での新規代替冷媒の熱伝達特性 ―
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図３　熱伝達係数とクオリティーの関係の一例 図２　テスト蒸発器

図１　プレートフィン伝熱面（セレートタイプ）


